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１．概要（Summary） 

側鎖にオリゴシロキサン部位を有するπ電子共役液晶

を合成し、その液晶性と電子物性を評価する。得られた

液晶化合物の薄膜化、重合を検討する。さらに、作製した

薄膜の構造評価、及び、デバイス応用を検討する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

触針式表面形状測定器（ULVAC社製, DekTak8） 

【実験方法】 

側鎖にオリゴシロキサン部位を有する液晶性ペリレンテ

トラカルボン酸ビスイミド誘導体、および、フタロシアニン

誘導体の薄膜をスピンコート法によって作製した。薄膜を

酸蒸気に曝露することにより重合させ、重合膜のナノ構造、

分子配向性を評価した。重合膜の厚さを触針式表面形状

測定器（ULVAC社製, DekTak8）によって測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

側鎖に4個のシクロテトラシロキサン環を有するペリレン

テトラカルボン酸ビスイミド誘導体 1を合成した(Fig.1 (a))。

この化合物は室温でカラムナー相を示した。また、0.1 

cm2/Vsを超える高い電子移動度を有し、有機溶媒に対し

て高い溶解性を示した。摩擦転写法により、厚さ 200 nm

の一軸配向した薄膜を作製できる(Fig.1 (b))。 

側鎖にジシロキサン部位を 8個有するフタロシアニン誘

導体 2を合成した(Fig.1 (c))。この化合物は室温でカラム

ナー相を示し、スピンコート法により厚さ数百 nm の、カラ

ム軸が基板に平行に配向した薄膜作製が可能である。二

枚のガラス基板に挟んだ場合にはカラムが基板に垂直配

向した薄膜が得られる。シェアリングによりカラム軸が基板

に平行配向した薄膜も作製できる(Fig.1 (d))。 
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Fig.1 (a) Molecular structure of compound 1. (b) POM of 

uniaxially aligned thin film of compound 1. (c) Molecular 

structure of compound 2. (d) POM of homeotropically and 

uniaxially aligned films of compound 2. 


